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例
一
、
底
本
は
、
『
叢
書
集
續
』
收
の
『
明
史
樂
府
』
一
卷
（
光
一
一
年
・
宋
澤
元
校
刊
本
・
懴
庵
）
に
基
づ
い
た
。
二
、
譯
は
、
解
題
・
尤
珍
・
料
・
詩
・
語
釋
・
	釋
の
順
で
竝
ぶ
。
三
、
尤
珍
に
對
す
る
語
釋
は
（
）

に
記
し
た
。
四
、
換
韻
位
置
は
、
訓
讀
の
下
に
」
で
示
し
た
。
25
生
濟
建
文
の
出
に
從
っ
た
と
さ
れ
る
濟
を
う
た
う
。
濟
（
生
不
詳
）
は
陝
西
邑
の
人
。
占
い
と

に
長
け
、
洪
武
年
に
四
川
岳
池
の

と
な
っ
た
時
に
は
、
數
千
里
離
れ
た
邑
に
ん
だ
ま
ま
岳
池
に
來
し
た
と
い
う
傳
が
あ
る
。
ま
た
濟
は
燕
王
の
兵
を
予
言
し
、
そ
の
言
辭
が
不
穩
で
あ
る
と
投
獄
さ
れ
た
が
、
實
際
に

の
變
が
勃
發
し
た
こ
と
で
翰
林
修
に
擢
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
濟
は
從
軍
し
、
江
蘇
徐
州
で
燕
軍
に
利
し
た
。
南
軍
の
將
軍
た
ち
は
戰
を
記
念
し
を
立
て
た
が
、
あ
る
夜
、
濟
は
そ
の
に
り
を
あ
げ
た
。
燕
王
が
徐
州
を
占
領
す
る
と
、
こ
の
を
見
て
怒
り
、
い
っ
た
ん
は
槌
で
打
た
せ
て
壞
そ
う
と
し
た
が
、
そ
れ
を
と
ど
め
て
文
を
寫
し
取
り
名
が
わ
り
に
し
、
京
師
を
制
壓
し
た
後
に
將
軍
た
ち
を
捕
ら
え
た
。
そ
の
時
、
濟
の
名
は
槌
が
ち
ょ
う
ど
當
た
っ
て
 ら
れ
て
お
り
、
!わ
れ
る
こ
と
を
"れ
た
。
か
つ
て
濟
が
に
っ
た
の
は
こ
れ
を
豫
知
し
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
『
明
史
』
濟
傳
は
徐
州
で
の
利
自
體
を
#
$と
%け
、
「
然
る
に
其
の
實
を
考
う
る
に
、
徐
州
に
未
だ
嘗
て
捷
有
ら
ざ
る
也
」
と
い
う
。
さ
ら
に
濟
は
金
川
門
が
破
ら
れ
て
燕
王
が
入
&す
る
と
、
建
文

を
'形
に
變
え
出
さ
せ
、
そ
の
後
も
士
(で
建
文
に
つ
ね
に
付
尤
『
擬
明
史
樂
府
』
譯
（
七
）
)本
*一
監
修
・
尤
+
,究
會
譯

き
從
い
、
四
川
・
雲
南
・
貴
州
・
廣
西
・
廣
東
の
邊
境
や
、
と
き
に
は
杭
州
な
ど
の
各
地
を
轉
々
と
し
つ
つ
、
幾
度
も
建
文
の
危
機
を
救
っ
た
と
さ
れ
る
。
長
い
放
浪
の
後
、
建
文
が
正
統
年
に
つ
い
に
南
京
に
る
と
、
濟
は
を
し
、
最
期
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
放
浪
の

を
濟
み
ず
か
ら
記
し
た
と
い
う
書
が
『
從
	隨
筆
』
で
あ
る
。


二
三
年
（
一
五
九
五
）
に
は
正
式
に
建
文
の
年
號
が
復
活
し
た
こ
と
か
ら
、
改
め
て
建
文
臣
の
顯
彰
が
圖
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
に
と
も
な
い
、
に
わ
か
に
建
文
の
出
	に
從
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
從
	の
臣
に
よ
る
手
記
を
名
乘
る
料
が
現
れ
て
き
た
。

濟
『
從
	隨
筆
』
と
史
仲
彬
『
身
』
は
そ
の
代
表
と
い
え
よ
う
。
建
文
臣
に
つ
い
て
記
し
た
史
書
の
う
ち
、
佐
『
革
除
事
』
や
鄭
曉
『
吾
學
』
な
ど
嘉
年
以
の
も
の
を
見
る
限
り
、
濟
は
建
文
臣
の
中
で
重
な
人
物
と
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
が
、


末
年
か
ら
崇
年
に
か
け
て
は
濟
の
功
績
が
た
た
え
ら
れ
、
崇
年
の
刊
行
で
あ
る
錢
士
升
『
皇
明
表
忠
紀
』
で
は
建
文
臣
の
う
ち
從
	の
臣
の
第
一
に
げ
ら
れ
る
ま
で
に
な
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
わ
が
幸
田
露
の
『
命
』
は
『
明
史
紀
事
本
末
』・『
從
	
隨
筆
』・
白
話
小
『
女
仙
外
史
』
に
據
り
、
建
文
の
出
	を
く
。
本
詩
は
に
殉
じ
一
族
ま
で
も
罪
に
卷
き
こ
ん
だ
按
察
御
史
高
に
對
比
し
つ
つ
、
建
文
に
付
き
從
い
な
が
ら
最
後
は
榮
を
求
め
ず
身
を
隱
し
た
濟
を
、
春
秋
晉
の
介
子
推
に
比
し
て
高
く
價
す
る
。
[尤
珍
 ]
濟
高
と
善
し
、
曰
く
、
願
わ
く
は
忠
臣
爲 た
ら
ん
と
、
濟
曰
く
、
願
わ
く
は
智
士
爲
ら
ん
と
、
後
に
は
!（
國
!）
に
死
す
、
濟
徐
州
に
從
軍
し
、
"將
#を
立
て
て
功
を
紀
す
、
濟
一
夜
$き
て
#
を
祭
る
、
文
皇
（
永
樂
）
#を
見
て
大
い
に
怒
り
、
之
を
椎
す
、
遽 に
わ
か
に
止
め
て
曰
く
、
我
が
爲
に
姓
名
を
し
來
た
れ
と
、
濟
の
名
、
椎
せ
ら
る
る
處
に
當
た
り
て
%る
る
を
得
、
出
	す
る
に
、
濟
人
を
以
て
從
う
、
&に
南
京
に
至
り
て
曰
く
、
吾
が
事
畢 お
わ
れ
り
矣
と
、
遂
に
去
り
て
之
く
'を
知
ら
ず
、
[
料
]
『
明
史
』
卷
一
四
一
・
胡
閏
傳
附
高
傳
、
同
卷
一
四
三
・
牛
景
先
傳
附
濟
傳
、
『
明
史
紀
事
本
末
』
卷
一
七
・
建
文
遜
國
、
明
佐
『
革
除
事
』
卷
三
・
高
傳
、
明
鄭
曉
『
吾
學
』
遜
國
臣
記
卷
五
・
濟
傳
、
同
高
傳
、
明
鄭
曉
『
今
言
』
卷
三
、
明
屠
叔
方
『
建
文
(
野
彙
』
卷
七
・
濟
傳
、
卷
一
二
・
高
傳
、
明
李
贄
『
續
)書
』
卷
七
・
高
傳
、
同
濟
傳
、
明
如
惺
『
大
明
高
*傳
』
卷
三
・
釋
應
能
（
建
文
）
傳
、
明
錢
士
升
『
皇
明
表
忠
紀
』
卷
六
・
從
	列
傳
・
明
尤
+『
擬
明
史
樂
府
』
譯
 （
七
）（
,本
・
尤
+研
究
会
）
149
錢
士
升
『
遜
國
書
』
收
『
從
隨
筆
』、
同
『
身
』、
同
『
拊
膝
』
濟
傳
、
川
越
泰
『
明
代
建
文
	史
の

究
』
（
汲
古
書
院
）、
幸
田
露
『
命
』
（
角
川
書
店
『
日
本
代
文
學
大
系
幸
田
露
集
』
、
本
一
）、
鈴
木
正
「
建
文
出

考
證
」
（『
史
』
第
六
五
・
六
・
七
合
冊
）、
同
「
續
建
文
出

考
證
」
（
同
第
六
八
冊
）
爲
忠
臣
爲
智
士
忠
臣
爲
ら
ん
智
士
爲
ら
ん
死
高

生
濟
死
せ
る
高

生
け
る
濟
身
乎
軍
中
祭
身
は
る
る
乎 か
な
軍
中
に
祭
り
君
乎
宮
中
剃
君
は
る
る
乎
宮
中
に
剃
す
君
乘
車
臣
執
轡
君
車
に
乘
れ
ば
臣
轡 ひ
を
執
り
君
登
舟
臣
操

君
舟
に
登
れ
ば
臣

か
いを
操
る
則
燎
衣
持
糒
け
れ
ば
則
ち
衣
を
燎 あ
ぶり
う
れ
ば
糒
を
持
す
四
從
多
故
人
四
從

故
人
多
し
旁
相
見
惟
流
涕
旁
に
相
い
見 ま
みえ
惟
だ
流
涕
す
る
の
み
」
萬
水
千
山
風
復
雨
水
千
山
風
復
た
雨
君
上
金
陵
去
君
を
り
た
金
陵
に
上
り
て
去
る
天
外
龍
蛇
有
日
歸
天
外
の
龍
蛇
日
有
り
て
歸
す
る
も
冥
冥
鴻
飛
不
知
處
冥
冥
に
鴻
飛
び
て
處
を
知
ら
ず
」
忠
臣
忠
義
な
臣
下
。
こ
こ
で
は
高
を
指
す
。
高
は
忠
臣
た
ら
ん
と
し
た
。
後
參
照
。
智
士
智
謀
の
士
。
こ
こ
で
は
濟
を
指
す
。
濟
は
智
士
た
ら
ん
と
し
た
。
後
參
照
。
高

高
（
？
‐
一
四
〇
二
）
は
濟
と
同
で
あ
り
、
經
學
に
詳
し
い
こ
と
を
竝
び
稱
さ
れ
た
。
『
吾
學
』
濟
傳
を
は
じ
め
と
す
る
 
!料
に
よ
れ
ば
、
濟
は
得
意
の

"を
高
に
も
學
ぶ
よ
う
#め
た
が
、
高
は
「
我
れ
願
わ
く
は
忠
臣
爲
ら
ん
と
す
る
也
」
と
斷
っ
た
。
燕
軍
が
金
川
門
を
破
っ
て
入
$す
る
と
、
按
察
御
史
と
な
っ
て
い
た
高
は
、
濟
に
と
も
に
殉
死
す
る
よ
う
く
が
、
濟
は
こ
れ
に
「
我
れ
願
わ
く
は
智
士
爲
ら
ん
と
す
る
也
」
と
應
じ
、
建
文
に
出
を
%め
る
と
と
も
に
、
自
ら
も
そ
れ
に
從
っ
た
。
後
に
高
は
&位
し
た
永
樂
に
召
し
出
さ
れ
た
さ
い
、
喪
'を
ま
と
っ
て
臨
ん
だ
た
め
怒
り
を
買
い
、
處
刑
さ
れ
、
家
財
は
(收
さ
れ
た
。
さ
ら
に
『
革
除
)事
』
に
よ
れ
ば
永
樂
は
、
子
々
孫
々
ま
で
高
を
恨
ま
せ
る
よ
う
一
族
に
か
け
る
*金
を
倍
に
し
た
と
い
う
。
身
乎
軍
中
祭
軍
中
で
の
祭
儀
に
よ
っ
て
、
濟
自
身
は
+っ
手
を
れ
た
。
濟
の
豫
知
の
力
を
示
す
。
解
題
參
照
。
君
乎
宮
中
剃
宮
中
で
の
剃
髮
に
よ
っ
て
、
建
文
は
+っ
手
を
れ
た
。
『
從
隨
筆
』
は
濟
が
直
接
に
建
文
の
剃
髮
を
行
っ
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
七
集
150
た
と
す
る
が
、
『
今
言
』
な
ど
高
溥
洽
が
執
り
行
っ
た
と
す
る
史
料
も
多
い
。
こ
れ
ら
の

に
つ
い
て
は
鈴
木
正
「
續
建
文
出

考
證
」
に
詳
し
い
。
執
轡
轡
は
た
づ
な
。
た
づ
な
を
取
っ
て
馬
車
を
操
る
。
『
禮
記
』
少
儀
に
「
君
の
乘
車
を
執
り
て
則
ち
坐
す
」
と
あ
り
、
鄭
玄
は
「
執
は
、
轡
を
執
る
、
之
を
守
る
を
謂
う
也
」
と
す
る
。
登
舟
船
に
乘
る
。
『
從
隨
筆
』
に
、
西
門
か
ら
	出
し
た
一
行
が

げ
る
さ
い
、「
乃
ち
上
を
翊 た
すけ
て
舟
に
登
る
」
と
あ
る
。
操

は
舟
の
櫂
。
押
韻
の
た
め
用
い
た
。
話
柄
は

の
り
。
燎
衣
燎
は
炙
り
乾
か
す
。
臣
下
が
か
い
が
い
し
く
君
の
世
話
を
す
る
。
王
莽
の
亂
の
時
、
河
北
に

れ
た
光
武
が
大
雨
に
い
、
馮
が
火
を
焚
い
て
の
衣
を
乾
か
し
た
故
事
に
よ
る
。
『
後
書
』
卷
一
七
・
馮
傳
に
「
（
馮
）

を
き
、
禹
火
を

も
し
、
光
武
竈
に
對
し
て
衣
を
燎 あ
ぶる
」
と
あ
る
。
持
糒
ほ
し
い
い
を
ぶ
。『
史
記
』
李
廣
傳
に
「
大
將
軍
長
史
を
し
て
糒
醪
を
持
し
（
李
）
廣
に
ら
し
む
」
と
あ
り
、
顏
師
古
は
「
糒
、
乾
也
」
と
す
る
。
四

國
じ
ゅ
う
。『
爾
』
釋
地
に
「
九
夷
、
八
狄
、
七
戎
、
六
蠻
、
之
を
四
と
謂
う
」
と
あ
る
。
從

出
し
た
君
に
從
う
。
後
「
龍
蛇
」
參
照
。
多
故
人
故
人
は
知
の
人
。
岑
參
「
涼
州
中
與

官
夜
集
」
に
「
河
西
の
中
故
人
多
く
、
故
人
別
れ
來
た
る
三
五
の
春
」
の
句
が
あ
る
。
旁
一
句
 す
が
ら
出
會
っ
て
は
!す
る
。
『
從
隨
筆
』
に
は
「
馮
"、
#直
師
（
建
文
）
を
訪
れ
て
至
り
、
床
下
に
泣
拜
す
」
な
ど
、
再
會
や
離
別
に
!す
る
建
文
と
一
行
が
記
さ
れ
る
。
水
千
山
多
く
の
山
河
。
建
文
が
出
し
た
四
川
や
雲
南
に
は
險
し
い
山
河
が
多
い
。
高
駢
「
入
蜀
」
に
「
$水
千
山
%信
希
に
し
て
、
空
し
く
魂
&を
勞 つ
かれ
し
め
京
畿
に
到
る
」
の
句
が
あ
る
。
君
一
句
建
文
が
南
京
に
'る
と
、
(濟
は
)を
隱
し
た
。
『
從
隨
筆
』
に
「
時
に
濟
師
の
大
*に
入
る
を
聞
き
、
心
に
自
ら
語
り
て
曰
く
、
今
日
方
に
臣
の
職
+わ
れ
り
矣
」
と
い
う
自
,が
あ
る
。
天
外
限
り
な
く
-い
場
.。
建
文
は
雲
南
に
ま
で

れ
た
と
傳
え
ら
れ
る
。
解
題
參
照
。
有
日
長
い
時
/の
後
。
建
文
が
0に
'っ
た
と
傳
え
ら
れ
る
年
代
に
は

あ
る
が
、
『
從
隨
筆
』
は
正
統
五
年
（
一
四
四
〇
）
の
こ
と
と
す
る
。
龍
蛇
龍
は
天
子
、
蛇
は
從
の
臣
。
こ
こ
で
は
晉
の
介
子
推
を
う
た
っ
た
い
わ
ゆ
る
「
龍
蛇
歌
」
を
ふ
ま
え
、
晉
の
文
公
を
建
文
に
、
介
尤
1『
擬
明
史
樂
府
』
譯
（
七
）（
2本
・
尤
1研
究
会
）
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子
推
を
濟
に
比
す
。『
史
記
』
晉
世
家
に
、「
是
を
以
て
從
を
賞
す
る
も
、
未
だ
隱
介
子
推
に
至
ら
ず
、
推
も
亦
た
祿
を
言
わ
ざ
れ
ば
、
祿
も
亦
た
ば
ず
」
と
あ
り
、
文
公
の
流
浪
に
つ
き
從
っ
て
助
け
な
が
ら
、
隱
棲
し
た
介
子
推
に
は
恩
賞
が
與
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
介
子
推
の
從
は
宮
門
に
「
天
に
上
ら
ん
と
欲
し
、
五
蛇
輔
を
爲
す
、
龍
は
已
に
雲
に
升
り
、
四
蛇
は
各
お
の
其
の
宇
に
入
る
に
、
一
蛇
は
獨
り
怨
み
、
に
處
る
を
見
ず
」
と
歌
を
書
い
て
こ
れ
を
訴
え
た
。
冥
冥
鴻
飛
鴻
飛
冥
冥
。
高
士
が
そ
の
身
を
隱
し
て
去
る
。
冥
冥
は
く
ら
ぐ
ら
と
し
た
さ
ま
。
揚
雄
『
法
言
』
問
明
に
「
治
ま
れ
ば
則
ち
見
わ
れ
、
亂
る
れ
ば
則
ち
隱
る
。
鴻
冥
冥
の
う
ち
に
飛
べ
ば
、
弋
人
何
ぞ
焉
を
	
う
ばわ
ん
」
と
あ
る
。
不
知
處
ど
こ
に
行
っ
た
か
わ
か
ら
な
い
。

劉
瑤
「
暗
別
離
」
に
「



と
し
て
西
の
か
た
に
飛
び
去
り
、
闊
く
天
高
く
し
て
處
を
知
ら
ず
」
の
句
が
あ
る
。
忠
臣
で
あ
ろ
う
と
し
、
智
士
で
あ
ろ
う
と
し
、
死
ん
だ
高
、
生
き
た
濟
。
そ
の
身
は
れ
た
の
だ
、
軍
中
で
を
祭
っ
た
た
め
に
、
君
は
れ
た
の
だ
、
宮
中
で
剃
髮
し
た
た
め
に
。
が
車
に
乘
る
と
、
臣
下
は
た
づ
な
を
と
り
、
が
舟
に
乘
る
と
、
臣
下
は
櫂
を
操
る
。
け
れ
ば
衣
を
あ
ぶ
り
乾
か
し
、
え
れ
ば
干
し
を
ぶ
。
國
中
を
れ
て
い
け
ば
、
知
の
も
の
も
多
く
、
す
が
ら
出
會
え
ば
、
た
だ
を
流
す
。
千
の
山
河
を
越
え
、
幾
度
も
風
雨
に
あ
い
な
が
ら
、
君
を
南
京
に
り
歸
し
て
去
っ
た
。
く
ま
で
行
っ
た
龍
と
蛇
は
、
長
年
た
っ
て
か
ら
に
っ
た
が
、
鴻
は
く
ら
ぐ
ら
と
し
た
か
な
た
に
飛
び
さ
り
、
ど
こ
に
行
っ
た
か
わ
か
ら
な
い
。
（
川
 二
）
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門
慟
!
"の
殉
臣
儲
#
ち
よ
ふ
くと
隱
遁
の
士
$
%
き
よ
う
くを
う
た
う
。
$
%（
生
&不
詳
）
は
江
蘇
崑
山
の
人
。
字
を
大
章
。
父
が
陣
&し
た
た
め
軍
卒
と
な
っ
た
。
金
川
門
が
開
か
れ
、
燕
王
が
'え
入
れ
ら
れ
る
と
$
%は
慟
哭
し
て
去
り
、
江
蘇
の
任
陽
に
二
十
年
余
り
も
隱
れ
(
ん
だ
。
宣
)年
*に
至
り
、
建
文
臣
が
許
さ
れ
る
と
、
讀
み
書
き
を
+え
,を
賣
っ
て
生
計
を
立
て
て
い
た
$
%は
、
學
官
に
推
-さ
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
を
$
%は
「
%、
仕
う
る
も
義
に
.無
し
、
/日
の
0門
の
一
慟
に
負
か
ん
こ
と
を
1る
る
耳
」
（
『
吾
學
2』
$
%傳
）
と
言
っ
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
七
集
152
て
斷
り
、
隱
棲
し
た
ま
ま
一
生
を
え
た
。
に
『
野
古
集
』
三
卷
が
あ
り
、
年
譜
が
付
さ
れ
る
。
儲
（
生
不
詳
）
は
江
蘇
無
錫
の
人
。
洪
武
年
に
奴
隸
と
な
り
河
北
の
燕
山
衞
の
軍
卒
に
あ
て
ら
れ
た
。
燕
王
の
兵
に
あ
た
っ
て
妻
と
母
を
れ
て
	れ
た
が
、
燕
王
の
永
樂

と
し
て
の
位
後
、
從
軍
さ
せ
る
た
め
隸
卒
を
買
い
求
め
た
さ
い
、
帳
に
儲
の
名
が
あ
っ
た
た
め
、
捕
ら
わ
れ
て
雲
南
の
兵
役
に
從
わ
さ
れ
た
。
儲
は
天
を
仰
い
で
慟
哭
し
「
吾
一
介
の
賎
卒
と
雖
も
、
義
と
し
て

の
臣
爲 た
ら
じ
」
（『
吾
學
』
儲
傳
）
と
言
い
、
を
斷
っ
て
死
ん
だ
。
殘
さ
れ
た
妻
范
氏
は
姑
を
い
、
夫
を
悼
む
と
き
に
は
姑
に
聞
こ
え
ぬ
よ
う
山
中
で
慟
哭
し
た
。
む
し
ろ
を
織
っ
て
賣
る
貧
し
い
ら
し
で
あ
っ
た
も
の
の
、
後
そ
の
義
を
た
た
え
ら
れ
、
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本
詩
は
金
川
門
が
開
か
れ
て
慟
哭
し
て
去
っ
た

か
ら
始
ま
り
、
門
を
開
い
て
燕
王
を
え
入
れ
た
谷
王
と
李
景
の
末
路
に
ふ
れ
、
後
で
は
建
文

を
悼
ん
で
慟
哭
し
た
儲
を
詠
み
、
さ
ら
に
そ
の
妻
を
、
夫
を
悼
み
慟
哭
し
て
壁
を
し
た
春
秋
齊
の
杞
梁
の
妻
に
重
ね
て
結
ぶ
。

と
儲
は
建
文
臣
の
傳
に
し
ば
し
ば
竝
列
さ
れ
る
が
、
本
詩
で
は
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
故
事
を
も
用
い
る
こ
と
で
、
門
と
慟
哭
と
い
う
テ
ー
マ
に
引
き
つ
け
、

を
一
貫
し
た
も
の
と
す
る
。
[尤
珍
]

金
川
門
の
卒
爲
り
、
燕
師
至
り
、
谷
王
る
、
慟
哭
し
て
之
を
去
り
、
姓
名
を
王
大
章
と
變
じ
、
任
陽
（
江
蘇
）
に
走
げ
て
大
姓
の
馬
、
陳
二
家
に
寄
せ
、
 （
米
倉
）
中
に
!
か
く
まわ
る
、
書
を
讀
み
"を
賣
り
、
徒
に
授
く
る
こ
と
二
十
余
年
、
宣
#中
、
始
め
て
歸
り
、
$忱
%め
て
本
邑
の
學
官
爲
ら
し
め
ん
と
す
、
辭
し
て
曰
く
、


た
とい
仕
う
る
も
義
に
于
い
て
&無
し
、
但
だ
'日
、
門
の
一
慟
に
負
か
ん
耳
と
、
燕
山
衞
（
河
北
）
の
卒
儲

母
妻
を
挈
え
て
	れ
去
る
に
、
(
に
)わ
れ
、
曲
*（
雲
南
）
に
+せ
ら
る
、
舟
行
の
,
お
り
に
、
天
を
仰
ぎ
て
哭
し
て
曰
く
、
吾
一
介
の
賎
卒
と
雖
も
、
義
と
し
て
を
爲
さ
じ
と
、
竟
に
ら
わ
ず
し
て
死
す
、
妻
范
地
を
營
し
て
之
を
-る
、
其
の
夫
を
哭
す
る
.に
、
則
ち
山
谷
中
に
走
り
て
大
い
に
號
す
、
之
を
姑
に
聞
か
れ
ん
こ
と
を
欲
せ
ざ
れ
ば
也
、
一
日
、
澗
邊
に
'き
て
衣
を
浣 あ
ら
う
に
、
席
/の
其
の
旁
に
生
ず
る
有
り
、
因
り
て
取
り
て
織
り
、
以
て
姑
を
う
、
范
す
る
に
、
/も
亦
た
生
ぜ
ず
、
土
人
義
と
し
て
之
を
祀
る
、
[
0料
]
『
明
史
』
卷
一
一
八
・
谷
王
1傳
、
同
卷
一
二
六
・
李
景
傳
、『
明
史
紀
事
本
末
』
卷
一
八
・
壬
午
殉
2、
明

『
野
古
集
』
、
明
張
3
尤
4『
擬
明
史
樂
府
』
譯
（
七
）（
5本
・
尤
4研
究
会
）
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瑞
『
忠

』
卷
五
・
翊
（
）
傳
、
同
儲
傳
、
明
鄭
曉
『
吾
學
』
「
建
文
遜
國
臣
記
」
卷
五
・
翊
（
）
傳
、
同
儲
傳
、
明
屠
叔
方
『
建
文
野
彙
』
卷
十
七
・
儲
傳
、
同
卷
十
八
・
翊
（
）
傳
、
同
儲
妻
范
氏
傳
、
明
李
贄
『
續
	書
』
卷
七
・

傳
、
同
儲
傳
、
明
何
喬


『
名
山
	』
卷
五
十
六
・
李
景
傳
、
明
錢
士
升
『
遜
國
書
』
收
『
拊
膝
』

傳
、
同
儲
傳
、
錢


『
列
詩
集
』
甲
集
・

傳
、
川
越
泰
『
明
代
建
文
史
の
究
』
（
汲
古
書
院
）
生
十
七
金
川
卒
生
十
七
金
川
の
卒
提
戈

燕
師
入
戈
を
提 さ
ぐ
る
も
み
し
燕
師
入
る
命
任
陽
大
中
命
す
任
陽
大
の
中
賣
藥
歸
來
頭
已
白
を
賣
り
歸
來
す
る
に
頭
已
に
白
し
」
開
門
小
侯
景
死
門
を
開
き
し
小
侯
景
死
し
谷
王
罪
坐
十
八
子
谷
王
罪
に
坐
す
十
八
子
公
仕
本
無
傷
公
仕
を
む
る
は
本
よ
り
傷
な
う
無
し
負
門
一
慟
耳
門
の
一
慟
に
負
か
ん
こ
と
を
る
る
耳
」
同
時
儲
燕
山
軍
同
時
儲

燕
山
の
軍
二
十
好
義
江
濱
二
十
に
し
て
義
を
好
み
江
濱
に
る
一
束
思
故

一
束
せ
ら
る
る
も
故
を
思
い
仰
天
大
哭
殉
其
身
天
を
仰
ぎ
て
大
哭
し
其
の
身
を
殉
ぜ
し
む
」
杞
梁
有
妻
亦
善
哭
杞
梁
に
妻
有
り
亦
た
善
く
哭
す
深
山
血
殷
紅
裙
深
山
の
血
 
紅
裙
を
殷 さ
かん
に
す
至
今
席
!生
秋
"
今
に
至
る
ま
で
席
!
秋
"に
生
ず
」
生

。
『
吾
學
』

傳
に
よ
れ
ば
金
川
門
が
破
ら
れ
た
と
き
年
十
七
で
あ
っ
た
。
金
川
金
川
門
。
京
の
北
側
に
あ
た
る
。
谷
王
朱
#、
曹
國
公
李
景
は
こ
の
門
を
守
っ
て
い
た
が
、
建
文
四
（
一
四
〇
二
）
年
六
$乙
丑
、
燕
王
の
軍
を
%め
る
と
、
た
だ
ち
に
門
を
開
い
て
降
っ
た
。
提
戈
戈
は
ほ
こ
。
ほ
こ
を
提
げ
て
從
軍
す
る
。
燕
師
師
は
軍
&。
燕
王
の
軍
。
任
陽
江
蘇
任
陽
。

は
金
川
門
か
ら
れ
て
故
'に
歸
っ
た
が
、
(っ
手
が
か
か
っ
た
た
め
任
陽
の
富
家
で
あ
る
馬
家
、
陳
家
に
身
を
隱
し
た
。

米
倉
。
任
陽
で
)わ
れ
た
際
、

は
米
倉
の
中
に
*ん
だ
。
賣

洪
熙
+が
,位
し
建
文
+に
つ
い
た
-た
ち
に
大
赦
を
出
し
、
續
い
て
宣
.
+の
時
世
に
な
る
と

は
罪
を
問
わ
れ
る
こ
と
も
な
く
な
り
崑
山
に
歸
り
、
を
賣
る
こ
と
と
人
に
學
問
を
/え
る
こ
と
で
生
計
を
立
て
た
。
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
七
集
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頭
已
白

が
崑
山
に
歸
る
ま
で
に
は
二
十
數
年
が
經
し
て
い
た
。
以
上
、
第
三
句
と
第
四
句
の
話
柄
は
い
ず
れ
も
『
列
詩
集
』


傳
に
見
え
る
。
小
侯
わ
か
ぎ
み
。
李
景
は
開
國
の
功
臣
た
る
父
李
文
忠
の
位
を
繼
い
で
曹
國
公
と
な
っ
た
。
小
侯
の
語
は
13「
上
梁
文
」
に
も
見
え
る
。
景
死
曹
國
公
李
景
（
生
不
詳
）。
傳
は
『
明
史
』
卷
一
二
六
。
建
文
元
年
（
一
三
九
九
）
八
、
李
景
は
耿
炳
文
に
代
わ
り
官
軍
の
大
將
と
な
っ
た
が
、
燕
王
は
こ
れ
を
聞
い
て
「
李
九
江
は
膏
粱
の
豎
子
（
ぜ
い
た
く
に
育
っ
た
小
	）
耳 の
み
」
（
『
明
史
紀
事
本
末
』
卷
一
六
）
と
言
い
、
か
え
っ
て
喜
ん
だ
と
い
う
。
李
景
は
五
十
萬
の
大
軍
を

い
、
一
時
は
北
を
圍
し
た
が
陷
で
き
ず
に
敗
れ
、
年
の
白
河
の
戰
い
で
も
敗
北
す
る
と
濟
南
に
げ
（
17「
鐵
書
」
參
照
）、
解
任
さ
れ
て
京
師
に
っ
て
い
た
。
永
樂
の
位
後
、
一
時
は
重
職
を
得
る
が
、
ほ
ど
な
く
永
樂
古
參
の
臣
下
か
ら
彈
該
を
受
け
た
。
『
名
山
』
に
よ
れ
ば
、
收
賄
容
疑
を
か
け
ら
れ
、
ま
た
永
樂
初
年
に
廣
ま
っ
た
「
十
八
子
、
當
に
天
下
を
有 た
もつ
べ
し
」
の
妖
言
が
、
「
十
八
子
」
つ
ま
り
合
し
て
「
李
」
字
に
な
る
こ
と
か
ら
反
を
疑
わ
れ
た
。
永
樂
二
年
（
一
四
〇
四
）
に
は
弟
李
枝
と
と
も
に
位
を
ら
れ
、

へ
の
參
與
が
許
さ
れ
な
く
な
り
、
財
を

收
さ
れ
た
。
死
刑
に
こ
そ
處
せ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
屋
に
禁
錮
さ
れ
た
ま
ま
永
樂
末
年
に
し
た
。
谷
王
谷
王
朱
（
？
‐
一
四
一
七
）。
谷
王
は
永
樂
の
位
後
、
長
沙
に
封
土
を
得
た
が
、
そ
の
榮
を
長
く
保
つ
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
『
明
史
』
に
よ
れ
ば
專
を
し
ば
し
ば
彈
劾
さ
れ
、
永
樂
一
五
年
（
一
四
一
七
）
に
は
「
高
皇
の
十
八
子
」
が
位
に
つ
く
と
い
う
託
宣
を
得
た
、
と
し
て
反
を
企
て
た
。
ま
た
建
文
出
を
ほ
の
め
か
し
、
自
ら
 っ
た
と
言
い
、
こ
と
を
有
利
に
!ぼ
う
と
す
る
。
し
か
し
結
局
は
戰
う
こ
と
も
な
く
"っ
た
。
永
樂
は
い
ず
れ
も
死
刑
に
處
す
べ
し
と
の
#臣
の
諫
言
や
#王
の
裁
定
を
も
$し
、
谷
王
の
處
分
を
庶
人
に
と
す
の
み
と
し
た
が
、
谷
王
は
自
ら
燒
死
し
た
。
十
八
子
李
景
の
失
脚
も
、
谷
王
朱
の
王
位
の
剥
奪
も
、
「
十
八
子
」
の
妖
言
に
關
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
谷
王
は
本
來
で
は
朱
元
璋
の
十
九
番
目
の
子
に
あ
た
る
が
、
趙
王
朱
杞
が
幼
く
し
て
し
た
た
め
こ
う
言
っ
た
も
の
。
薦
仕
役
職
に
推
%す
る
。
江
南
&撫
'忱
は
崑
山
に
歸
っ
た

を
學
官
に
%め
た
が
、

は
こ
れ
を
固
辭
し
た
。
本
無
傷
傷
は
(に
同
じ
。
後
句
と
同
じ
く

の
言
)に
よ
る
。
恐
負
一
句

が
學
官
に
な
る
よ
う
%め
ら
れ
た
さ
い
こ
う
言
っ
て
斷
っ
た
。
解
題
參
照
。
『
忠
*
+』

傳
以
來
、
各
書
は
こ
の
言
)を
載
せ
る
。
尤
,『
擬
明
史
樂
府
』
譯
-（
七
）（
.本
・
尤
,研
究
会
）
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燕
山
河
北
燕
京
附
。

の
變
當
時
、
燕
王
の
封
地
で
あ
っ
た
。
二
十
好
義
儲
が
燕
山
衞
の
隸
卒
と
な
る
ま
で
の
經
は
不
明
だ
が
、
そ
の
性
格
に
つ
い
て
は
『
忠

』
儲
傳
に
「
年
二
十
餘
に
し
て
、
頗
る
義
を
好
む
」
と
あ
る
。
江
濱
川
邊
に
	れ
る
。
『
忠

』


傳
に
、
雲
南
の
曲
衞
に
ら
れ
よ
う
と
し
た
さ
い
、「
復
た
家
を
挈
え
て
行
く
」
と
あ
り
、
ま
た
「
舟
中
に
在
り
て
日
夜
號
泣
す
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、


が
家
族
を
れ
て
川
沿
い
に
	れ
た
こ
と
を
言
う
。
故

も
と
の
君
。
こ
こ
で
は
建
文
を
指
す
。
仰
天
一
句
儲
は
天
を
仰
い
で
反

に
は
與
し
な
い
と
言
い
、

を
斷
っ
て
死
ん
だ
。
解
題
參
照
。
『
忠

』
儲
傳
以
來
、
各
書
は
こ
の
言
を
載
せ
る
。
杞
梁
春
秋
齊
の
人
。
齊
が
を
攻
め
る
と
き
捕
ら
わ
れ
て
死
に
、
そ
の
妻
が
夫
を
悼
ん
で
慟
哭
す
る
と
、
壁
が
れ
た
と
い
う
。
劉
向
『
列
女
傳
』
貞
順
傳
に
「
乃
ち
其
の
夫
の
尸
に
下
に
就
き
て
之
を
哭
す
、


人
を
動
か
し
、
路
ぐ
る
、
之
が
爲
に
涕
を
揮
わ
ざ
る
は
莫
し
、
十
日
に
し
て
之
が
爲
に
る
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
後
に
、
長
の
建
設
に
夫
を
取
ら
れ
た
妻
が
工
事
の
中
で
死
ん
だ
夫
を
悼
ん
で
號
泣
し
た
と
こ
ろ
、
壁
が
れ
て
夫
の
骸
が
現
れ
た
と
い
う
「
孟
姜
女
」
の
傳
と
し
て
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
善
哭
は
げ
し
く
泣
く
。
『
孟
子
』
子
下
に
「
 
!、
杞
梁
の
妻
、
善
く
其
の
夫
を
哭
し
て
國
俗
を
變
ず
」
と
あ
る
。
ま
た
こ
の
語
を
用
い
、
"
#に
あ
る
、
泣
い
て
壁
を
し
た
こ
と
を
も
載
せ
る
先
例
と
し
て
は
、
明
劉
基
「
題
謝
皋
$傳
後
」
に
「
君
見
ず
や
杞
梁
の
妻
善
く
夫
を
哭
し
、
哭
し
て
の
る
る
を
得
た
る
は
又
た
何
ぞ
補
わ
ん
」
と
あ
る
。
深
山
范
氏
は
夫
を
思
っ
て
泣
く
と
き
、
姑
を
は
ば
か
り
山
中
に
入
っ
て
大
聲
を
上
げ
た
。
血

血
の
%。
血
%が
衣
を
赤
く
染
め
る
。
明
金
幼
孜
「
武
安
同
安
柩
歸
西
江
」
に
「
天
涯
を
&斷
す
る
も
去
り
て
'ら
ず
、
空
し
く
餘
す
血
%
衣
を
染
め
て
殷
な
る
を
」
と
あ
る
。
殷
は
赤
(
い
色
。
席

む
し
ろ
を
織
る
)。
范
氏
が
川
べ
り
に
出
て
衣
を
洗
っ
て
い
る
と
、
席
)を
見
つ
け
た
の
で
こ
れ
を
織
り
、
賣
っ
て
姑
を
*っ
た
。
范
氏
が
+す
る
と
)も
ま
た
生
え
な
く
な
っ
た
。
"句
と
と
も
に
『
忠

』
儲
傳
に
話
柄
が
あ
る
。
本
詩
で
は
「
今
に
至
る
ま
で
」
席
)が
生
え
る
と
し
、
儲
と
妻
范
氏
の
義
が
不
滅
で
あ
る
こ
と
を
讃
え
る
。
秋

秋
の
,。
-李
賀
「
秋
來
」
に
「
秋
.
鬼
は
唱
う
鮑
家
の
中
國
詩
文
論
叢
第
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詩
、
恨
血
千
年
土
中
の
碧
」
の
句
が
あ
る
。

は
年
十
七
、
金
川
門
の
兵
卒
、
武
を
持
っ
て
も
止
め
ら
れ
な
か
っ
た
、
燕
王
軍
の
入
は
。
任
陽
の
地
に
げ
、
米
倉
の
中
に
わ
れ
、
を
賣
っ
て
す
ご
す
う
ち
に
、
髮
は
す
で
に
白
く
な
っ
た
。
金
川
門
を
開
け
た
	君
の
李
景

の
死
と
、
谷
王
が
罪
に
問
わ
れ
た
の
は
、
と
も
に
「
十
八
子
」
に
ま
つ
わ
る
も
の
。
君
の
推
、
も
と
よ
り
義
に
反
す
る
こ
と
な
ど
な
い
が
、
金
川
門
で
の
慟
哭
に
背
い
て
し
ま
う
こ
と
を
お
そ
れ
る
だ
け
だ
。
同
じ
こ
ろ
、
儲
は
燕
山
の
軍
卒
、
年
は
二
十
、
義
を
好
み
、
川
邊
に
れ
た
。
あ
る
日
捕
ら
え
ら
れ
た
が
、
も
と
の
君
を
思
い
、
天
を
仰
い
で
大
い
に
泣
き
、
お
の
が
身
を
も
っ
て
殉
じ
た
。
杞
梁
の
妻
の
よ
う
に
、
儲
の
妻
も
ま
た
は
げ
し
く
慟
哭
し
、
深
山
に
隱
れ
て
血
を
流
し
、
赤
い
も
す
そ
の
色
を
血
で
深
め
た
。
今
で
も
、
秋
で
さ
え
む
し
ろ
の
が
そ
の
に
々
と
生
え
て
い
る
。
（
川
二
）
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行
遯
歌
本
詩
は

の
變
に
お
け
る
隱
遁
の
士
を
う
た
う
。
詩
題
の
「
行
遯
」
は
れ
る
。
『
書
』
子
に
「
自
ら
ん
じ
て
、
人
び
と
自
ら
先
王
に
獻
ぜ
ん
の
み
、
我
は
行
遯
を
み
ず
」
と
あ
る
。
建
文
臣
の
う
ち
、
處
刑
さ
れ
た
方
孝
孺
ら
を
殉
の
臣
、
出
に
從
っ
た
濟
ら
を
從
の
臣
と
呼
ぶ
が
、
京
師
を
出
し
各
地
に
隱
遁
し
た
も
の
た
ち
も
い
た
。
か
れ
ら
を
「
行
遯
の
臣
」、「
隱
遁
の
臣
」
な
ど
と
呼
ぶ
。
本
詩
は
庵
和
・
補
鍋
匠
・
河
西
傭
・
東
湖
樵
夫
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
四
言
八
句
の
詩
を
詠
む
が
、
彼
ら
は
そ
う
し
た
隱
遁
の
臣
の
代
表
と
い
え
よ
う
。
も
っ
ぱ
ら
建
文
臣
の
傳
を
載
せ
た
史
書
は
、
正
年
に
出
版
さ
れ
た
張
 『
備
!
"』
を
そ
の
嚆
矢
と
し
#佐
『
革
除
!事
』
な
ど
が
こ
れ
に
續
い
た
が
、
こ
れ
ら
で
に
書
か
れ
た
の
は
殉
の
臣
で
あ
り
、
隱
遁
の
臣
や
從
の
臣
の
記
$は
少
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
嘉
年
に
浙
江
松
陽
の
王
詔
な
る
人
物
が
そ
の
地
の
治
%寺
で
從
の
臣
に
つ
い
て
記
し
た
書
を
發
見
す
る
。
書
は
紙
&と
も
に
亂
れ
て
お
り
、
二
十
人
あ
ま
り
の
人
物
が
書
か
れ
て
い
た
が
、
讀
み
取
れ
た
の
は
梁
田
玉
以
下
九
人
の
部
分
の
み
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
の
ち
に
『
忠
賢
奇
祕
"』
と
名
づ
け
ら
れ
て
廣
ま
る
こ
と
に
な
る
。
尤
'『
擬
明
史
樂
府
』
譯
(（
七
）（
)本
・
尤
'研
究
会
）
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鄭
曉
『
吾
學
』
な
ど
嘉
年
に
出
版
さ
れ
た
史
書
は
、
さ
ら
に
廣
く
建
文
臣
の
傳
を
載
せ
る
が
、
特
に
從
の
臣
に
つ
い
て
ん
に
そ
の
事
跡
が
傳
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
『
忠
賢
奇
祕
』
の
發
見
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
	

年
に
至
っ
て
『
身
』・『
從
隨
筆
』
な
ど
の
書
が
現
れ
た
事
に
つ
い
て
は
25「
生
濟
」
解
題
の
り
で
あ
る
。
そ
し
て
『
身
』・『
從
隨
筆
』
に
は
そ
れ
ま
で
隱
遁
の
臣
と
さ
れ
て
い
た
庵
和
ら
が
、
時
に
建
文
の

を
助
け
、
時
に
建
文

に
從
っ
て
を
し
た
と
書
か
れ
て
い
た
。
こ
こ
に
至
っ
て
隱
遁
の
臣
は
從
の
臣
に
取
り
こ
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
本
名
を
隱
し
て
い
た
隱
遁
の
臣
た
ち
が
、
建
文
臣
の
い
か
な
る
人
物
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ま
で
に
も

が
あ
っ
た
が
、
『
身
』
・
『
從
隨
筆
』
な
ど
の
各
書
で
も
や
は
り
大
き
く

な
っ
て
い
た
。
錢
士
升
（
一
五
七
五
-一
六
五
二
）
は
崇
年
に
『
身
』
・
『
從
隨
筆
』・『
拊
膝
』・『
冤
報
』
を
ま
と
め
『
遜
國
書
』
と
名
づ
け
て
出
版
し
、
自
ら
建
文
臣
の
列
傳
『
皇
明
表
忠
紀
』
を
書
い
た
が
、
『
皇
明
表
忠
紀
』
で
は
庵
和
ら
の
事
跡
を
「
從
列
傳
」
に
入
れ
た
上
で
、
各
書
に
お
け
る
同
を
ま
と
め
て
い
る
。
本
詩
に
登
場
す
る
人
物
に
限
っ
て
記
せ
ば
以
下
の
り
で
あ
る
。
『
身
』
は
庵
和
を
郭
、
補
鍋
匠
を
王
之
臣
、
河
西
傭
を
趙
天
泰
、
東
湖
樵
夫
を
牛
景
先
と
す
る
。
『
從
隨
筆
』
は
庵
和
を

學
、
補
鍋
匠
を
直
、
河
西
傭
を
王
之
臣
と
し
、
東
湖
樵
夫
は
登
場
し
な
い
。
後
に
續
く
各
書
は
、
ほ
ぼ
い
ず
れ
か
の
に
從
う
。
『
明
史
紀
事
本
末
』
は
『
身
』
に
も
と
づ
き
、
幸
田
露
『
命
』
も
こ
れ
を
踏
襲
す
る
。
こ
の
時
代
は
白
話
小
に
も
わ
れ
『
續
 烈
傳
』
や
『
女
仙
外
史
』
が
知
ら
れ
る
が
、
そ
こ
に
登
場
す
る
庵
和
ら
の
事
跡
も
基
本
!に
は
『
從
隨
筆
』
や
『
身
』
に
據
る
。
し
か
し
、
本
詩
は
詩
題
の
り
、
庵
和
・
補
鍋
匠
・
河
西
傭
を
從
の
臣
と
は
せ
ず
隱
遁
の
臣
と
し
、
さ
ら
に
東
湖
樵
夫
に
つ
い
て
は
『
吾
學
』
等
に
し
た
が
い
、
建
文
臣
で
は
な
く
、
建
文
に
殉
じ
て
死
ん
だ
一
介
の
樵
夫
と
す
る
。
「
名
氏
を
傳
え
ず
」
に
"え
た
處
世
を
た
た
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
[尤
珍
#]
庵
和
重
慶
に
至
る
、
大
竹
の
隱
士
杜
景
賢
寺
を
$り
て
之
に
居
ら
し
む
、
%夕
に
易
經
を
誦
す
、
景
賢
之
を
止
め
、
改
め
て
&
'經
を
誦
せ
し
む
、
好
ん
で
楚
辭
を
讀
み
、
一
冊
を
買
い
て
、
小
舟
に
登
り
、
中
流
に
(棹
し
、
一
)を
*誦
し
て
は
、
輒
ち
一
)を
水
に
投
ず
、
投
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
七
集
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げ
已
わ
れ
ば
、
輒
ち
哭
す
、
哭
し
已
わ
れ
ば
、
又
た
讀
む
、

盡
く
れ
ば
乃
ち
る
、
日
に
酒
を
ぐ
こ
と
一
壷
、
客
至
れ
ば
ち
飮
む
、
酣
す
れ
ば
豎
兒
を
呼
び
て
歌
に
和
せ
し
む
、
歌
竟
わ
れ
ば
、
瞑
焉
と
し
て
寐
ぬ
、
死
す
る
の
日
、
其
の
徒
問
う
、
宜
し
く
何
許
い
ず
こ
の
人
と
銘
す
べ
き
や
と
、
和
目
を
張
り
て
松
陽
と
曰
う
、
補
鍋
匠
慶
の
	を

來
す
、
從
い
て
學
ば
ん
と
す
る
有
ら
ば
之
に
え
、
謝
を
索
め
ず
、
但
だ
擔
を
負
い
て
從
わ
令
む
、
或
い
は
後
に
學
ば
ん
と
す
る
至
れ
ば
、
ち
人
を
わ
す
、
人
呼
し
て
老
補
鍋
と
爲
す
、
忽
ち
州
の
市
に
馬
公
と
逢
う
、
相
い
み
て
愕
然
と
す
、
已
に
し
て
相
い
持
し
て
哭
す
、
哭
し
已
み
て
相
い
い
て
山
に
入
る
、
巖
中
に
坐
し
て
語
る
こ
と
竟
日
、
又
た
相
い
持
し
て
哭
し
、
別
れ
去
り
て
う
る
を
知
ら
ず
、
河
西
傭
葛
衣
を
被 き
て
金
に
至
り
、
市
中
に
行
乞
す
、
明
年
、
河
西
を
ぎ
る
に
、
魯
家
に
依
り
て
傭
と
爲
る
、
直 あた
いを
取
り
て
積
み
、
羊
裘
を
買
う
も
、
必
ず
葛
衣
を
以
て
之
を
う
、
葛
ま
す
破
れ
縷
縷
た
る
も
、
ぐ
を
肯
ん
ぜ
ず
、
餘
錢
有
ら
ば
、
牛
肉
・
酒
を
買
い
、
乞
兒
と
飮
み
、
倦
め
ば
詩
を
作
り
輒
ち
自
ら
吟
哦
す
、
或
る
ひ
と
夜
に
其
の
哭
泣
の
聲
を
聞
く
、
病
み
て
且
に
死
せ
ん
と
す
る
に
、
人
を
呼
び
て
囑
し
て
曰
く
、
我
死
す
と
も

も
が
りす
る
勿
か
れ
、
西
北
の
風
こ
ら
ば
、
ち
我
を
火 や
き
、
我
が
骨
を
埋
む
る
勿
れ
と
、
魯
家
其
の
言
に
從
う
、
東
湖
樵
夫
日
に
柴
を
負
い
て
市
に
入
り
、
口
に
價
を
二
に
せ
ず
、
新
詔
臨
に
至
る
、
湖
上
の
人
縣
に
入
り
て
詔
を
聽
き
、
歸
り
て
樵
に
語
る
、
新
天
子
登
極
す
と
、
樵
愕
然
と
し
て
曰
う
、

安
く
に
か
在
る
と
、
曰
く
自
焚
せ
り
矣
と
、
樵
大
い
に
哭
し
、
擔
を
擲
ち
て
河
に
投
じ
て
死
す
、
王
詔
治
寺
に
于
い
て
書
を
得
、
臣
の
姓
名
を
記
す
、
梁
田
玉
、
梁
良
玉
、
梁
良
用
、
梁
中
 、
郭
良
、
郭
 、
何
洲
、
何
申
、
宋
和
有
り
、
餘
十
一
人
、
傳
わ
ら
ず
、
或
る
ひ
と
謂
う
、
!庵
修
撰
"
#學
爲
り
、
衣
葛
$
%修
趙
天
泰
爲
り
、
河
西
傭
監
正
王
之
臣
爲
り
、
馬
公
亦
た
馬
二
子
と
稱
す
、
司
務
馮
&爲
り
、
補
鍋
按
察
使
'直
爲
り
、
樵
夫
(撫
牛
景
先
爲
り
と
、
然
る
に
表
忠
)（
皇
明
表
忠
紀
）、
景
先
杭
州
の
寺
中
に
死
す
と
紀
す
、
樵
夫
詔
を
聞
い
て
湖
に
投
ず
る
は
臣
に
*せ
ず
、
又
た
衣
葛
$、
河
西
傭
は
一
事
、
兩
人
に
せ
る
は
、
疑
う
ら
く
は
傅
會
の
+り
な
ら
ん
、
南
泉
（
普
願
）
坐
す
る
,
お
り
に
、
一
-
手
を
叉
し
て
立
ち
て
曰
く
、
太
俗
生
と
、
-合
掌
し
て
曰
く
、
太
-生
と
、
首
句
此
れ
を
用
う
、
[
.料
]
『
明
史
』
卷
一
四
三
・
牛
景
先
傳
附
河
西
傭
傳
、
同
補
鍋
匠
傳
、
同
!庵
和
傳
、
『
明
史
紀
事
本
末
』
卷
一
七
・
建
文
遜
國
、
明
鄭
曉
尤
/『
擬
明
史
樂
府
』
譯
（
七
）（
0本
・
尤
/研
究
会
）
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『
吾
學
』
遜
國
臣
記
卷
六
・
庵
和
傳
、
同
河
西
傭
傳
、
同
川
中
補
鍋
匠
傳
、
同
馮
傳
、
同
東
湖
樵
夫
傳
、
明
屠
叔
方
『
建
文
野
彙
』
卷
一
八
・
東
湖
樵
夫
傳
、
同
庵
和
傳
、
明
李
贄
『
續
書
』
卷
七
・
庵
和
傳
、
同
河
西
傭
傳
、
同
補
鍋
匠
傳
、
同
馮
東
湖
樵
夫
傳
、
明
錢
士
升
『
皇
明
表
忠
紀
』
卷
六
・
從
列
傳
、
明
錢
士
升
『
遜
國
	書
』

收
『
從
隨
筆
』
、
同
『
身
』
、
川
越
泰
『
明
代
建
文
史
の
究
』
（
汲
古
書
院
）、
鈴
木
正
「
建
文
出

考
證
」
（
『
史
』
第
六
五
・
六
・
七
合
冊
）、
同
「
續
建
文
出

考
證
」
（
同
第
六
八
冊
）
佛
經
太

佛
經
は
太

易
經
太
俗
易
經
は
太
俗
不
如
離
騷
離
騷
に
如
か
ず
一
飮
一
讀
一
飮
一
讀
且
讀
且
哭
且
つ
讀
み
且
つ
哭
き
投
之
河
曲
之
を
河
曲
に
投
ず
生
也
松
陽
生
ま
る
る
也 や
松
陽
死
也
大
竹
死
す
る
也 や
大
竹
」
一
解
補
鍋
補
鍋
補
鍋
補
鍋
鍋
破
奈
何
鍋
破
る
る
は
奈
何
せ
ん
鍋
破
可
鍋
破
る
る
は
お
可
な
り
國
破
我
國
破
る
れ
ば
我
を
せ
」
市
上
相
逢
市
上
に
相
い
逢
い
誰
與
馬
公
誰
か
馬
公
と
與
に
せ
る
相
持
相
泣
相
い
持
し
相
い
泣
き

山
空

ち
山
空
し
」
二
解
金
雨

金
の
雨

老
傭
衣
葛
老
傭
は
葛
を
衣
る
豈
無
羊
裘
豈
に
羊
裘
無
か
ら
ん
や
葛
衣
不

葛
衣
は
が
ず
」
我
來
河
西
我
は
河
西
に
來
り
之
死
不
歸
死
に
之 い
たる
ま
で
歸
ら
ず
歸
兮
魂
魄
歸
れ
よ
兮
魂
魄
當
風
揚

風
に
當
た
り
て
を
揚
げ
よ
」
三
解
亦
有
樵
夫
亦
た
樵
夫
有
り
自
沈
東
湖
自
ら
東
湖
に
沈
む
舊
安
在

安
く
に
か
在
る
中
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懷
沙
與

懷
沙
與
に
に
せ
ん
と
」
千
秋
義
士
千
秋
の
義
士
不
傳
名
氏
名
氏
を
傳
え
ず
古
寺
書
古
寺
の
書
は
九
人
而
已
九
人
而
已
の
み
」
四
解
太

坊
く
さ
い
。
の
禪
、
南
泉
普
願
（
七
四
八
-八
三
五
）
の
語
。
『
堂
集
』
卷
一
六
に
「
有
り
、
師
の
身
邊
に
在
り
て
手
を
叉
し
て
立
つ
、
師
云
わ
く
、
太
俗
生
、
又
た
合
掌
す
、
師
云
わ
く
、
太
生
、
對
う
る
無
し
」
と
あ
る
。
庵
和
	は
、
四
川
大
竹
の
隱
士
杜
景
賢
が
作
っ
た
寺
に

ん
だ
が
、
夕
の
り
を
杜
景
賢
が
聞
い
た
と
こ
ろ
易
經
で
あ
っ
た
。
身
元
が
常
な
ら
ざ
る
こ
と
が
露
す
る
こ
と
を
案
じ
、
經
文
を
詠
む
よ
う
に
す
す
め
る
と
、
庵
は

經
を
詠
む
よ
う
に
な
っ
た
。
易
經
太
俗

參
照
。
離
騷
屈
原
『
楚
辭
』
の
一
篇
。
こ
こ
で
は
『
楚
辭
』
を
代
表
す
る
。
庵
和
	は
『
楚
辭
』
を
讀
む
こ
と
を
好
ん
だ
が
、
建
文
の
出
の
臣
で
あ
る
と
人
に
知
ら
れ
る
こ
と
を
お
そ
れ
、
ひ
と
り
船
上
で
こ
れ
を
誦
し
、
一
詠
ん
で
は
一
を
水
中
に
投
じ
、
慟
哭
し
て
は
ま
た
の
一
を
詠
ん
だ
と
い
う
。
一
飮
一
讀
『
莊
子
』
生
に
、「
澤
雉
は
十
年
に
一
、
百
に
一
飮
」
と
あ
る
の
を
も
じ
っ
た
。
と
讀
は

。
河
曲
川
の
く
ま
。
曲
は
押
韻
の
た
め
用
い
た
。
庵
和
	は
誦
し
た
『
楚
辭
』
を
水
中
に
投
じ
た
。

參
照
。
松
陽
浙
江
の
地
名
。
庵
和
	は
死
に
臨
ん
で
弟
子
に
誌
に
何
處
の
人
と
書
く
べ
き
か
と
問
わ
れ
、
目
を
見
開
き
「
松
陽
」
と
た
だ
一
言
答
え
た
。
大
竹
四
川
重
慶
の
地
名
。
庵
和
	は
こ
の
地
で
し
た
。
解
樂
曲
、
詩
歌
の
章
。
晉
崔
豹
『
古
今
註
』
に
「
李
年
、
胡
曲
に
因
り
て
更
に
新
聲
二
十
八
解
を
む
」
と
あ
る
。
補
鍋
補
鍋
匠
を
さ
す
。
補
鍋
は
、
鍋
の
い
か
け
。
補
鍋
匠
は
老
補
鍋
と
も
呼
ぶ
。
重
慶
や
 州
を
!來
し
、
い
か
け
を
學
ぼ
う
と
す
る
も
の
が
い
れ
ば
謝
禮
を
求
め
ず
"え
た
と
い
う
。
「
鍋
」
は
「
國
」
に
じ
る
。
市
上
相
逢
街
で
出
會
う
。
補
鍋
匠
は
あ
る
と
き
 州
の
市
中
で
馬
公
（
ま
た
は
馮
#）
な
る
人
物
と
出
會
っ
て
互
い
に
$き
、
手
を
取
り
合
い
慟
哭
し
た
。
そ
の
後
、
山
中
に
入
っ
て
夜
ま
で
密
語
を
交
わ
し
、
永
訣
を
誓
っ
て
別
れ
た
と
い
う
。
馬
公
馮
#、
馬
二
子
と
も
。
司
務
馮
%に
擬
せ
ら
れ
る
。
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
山
空
が
沈
み
、
山
が
靜
ま
り
か
え
る
。
宋
楊
里
「
普
明
寺
見
」
に
「

ち
山
空
し
う
し
て
正
に
幽
獨
、
慰
存
せ
ん
と
す
る
も
酒
無
し
且
く
新
詩
あ
ら
ん
」
の
句
が
あ
る
。
金

甘
肅
州
の
古
稱
。
に
金
郡
が
置
か
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
河
西
傭
は
は
じ
め
こ
の
地
で
乞
	を
し
た
。
老
傭
衣
葛
老
傭
は
河
西
傭
。
葛
は
マ
メ
科
の
つ
る
性
の
植
物
。
纖
維
を
取
っ
て
衣

を
作
り
、
に
用
に
供
す
る
。
河
西
傭
は
京
師
に
燕
軍
が
入
す
る
と
葛
衣
す
が
た
で
西
北
の
地
に
れ
た
。
羊
裘
羊
の
皮
で
作
っ
た
上
。
河
西
傭
は
州
か
ら
河
西
に
移
り
、
當
地
の
魯
家
に
傭
人
と
な
っ
た
。
給
金
を
貯
め
、
羊
の
上
を
買
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
初
心
を
れ
る
こ
と
な
く
、
も
と
も
と
て
い
た
ぼ
ろ
の
葛
衣
を
が
ず
に
そ
の
上
に
織
っ
た
と
い
う
。
河
西
甘
肅
の
河
よ
り
西
の
地
域
を
呼
ぶ
。
河
西
傭
は
こ
の
地
で
傭
人
を
し
た
。

參
照
。
之
死
不
歸
死
ぬ
ま
で
歸
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
『
詩
』
風
・
柏
舟
に
「
死
に
之 い
たる
ま
で
矢 ち
かわ
く
は
他
靡 な
け
ん
」
と
あ
る
。
歸
兮
魂
魄
歸
っ
て
こ
い
、
魂
よ
。
『
楚
辭
』
招
魂
に
「
魂
よ
兮
歸
り
來
た
れ
江
南
哀
し
」
と
あ
る
。
當
風
揚

風
に
を
吹
き
上
げ
さ
せ
る
。
の
古
樂
府
「
有
思
」
に
、
「
摧 く
だ
き
て
之
を
燒
き
、
風
に
當
た
り
て
其
の
を
揚
ぐ
」
と
あ
る
。
河
西
傭
は
死
に
際
し
て
人
に
、
土
に
は
せ
ず
、
火
に
す
る
よ
う
ん
だ
。
同
じ
題
材
を
詠
ん
だ
明
董
「
河
西
傭
」
の
末
句
に
「
我
を
棺
に
る
勿
か
れ
、
風
に
當
た
り
て
を
揚
げ
よ
」
と
あ
る
。
樵
夫
東
湖
樵
夫
。
東
湖
浙
江
臨
に
あ
る
湖
。

安
在
先
は
い
ず
こ
に
お
わ
し
ま
す
か
。
東
湖
樵
夫
は
永
樂

の
位
を
聞
い
て
「

安
く
に
か
在
る
」
と
た
ず
ね
、
そ
の
自
焚
を
知
る
と
慟
哭
し
て
入
水
し
た
。
懷
沙
ふ
と
こ
ろ
に
砂
石
を
入
れ
て
水
中
に
身
を
投
じ
、
自
死
す
る
こ
と
。
『
楚
辭
』
懷
沙
を
ふ
ま
え
、
汨
羅
に
身
を
投
げ
た
屈
原
に
東
湖
樵
夫
を
重
ね
る
。
千
秋
千
年
。
と
こ
し
え
。
古
寺
書
古
寺
に
殘
さ
れ
た
書
物
。
松
陽
の
治
 寺
で
見
つ
か
っ
た
『
忠
賢
奇
祕
!』
を
指
す
。『
明
史
』
卷
一
四
三
は
『
忠
賢
奇
祕
!』
と
『
"身
!』
の
發
見
に
ふ
れ
る
が
、
『
"身
!』
の
#容
は
「
蓋
し
『
（
"身
）
!』
$出
也
、
附
會
に
し
て
信
ず
る
に
足
ら
ず
」
と
し
り
ぞ
け
る
。
九
人
而
已
九
人
だ
け
だ
。
『
忠
賢
奇
祕
!』
と
し
て
廣
ま
っ
た
書
物
か
ら
は
、
梁
田
玉
・
梁
良
玉
・
梁
良
用
・
梁
中
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何
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・
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・
中
國
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郭
・
郭
良
・
宋
和
の
九
人
が
讀
み
取
れ
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
佛
典
は
坊
く
さ
い
が
、
易
經
は
俗
人
く
さ
い
。
離
騷
に
し
く
は
な
い
、
飮
ん
で
は
讀
む
。
讀
ん
で
は
泣
き
、
一
ご
と
に
川
に
投
げ
入
れ
る
。
生
ま
れ
た
の
は
浙
江
の
松
陽
、
死
ぬ
の
は
四
川
の
大
竹
。
鍋
つ
ぎ
や
、
い
か
け
や
。
鍋
の
破 や
れ
た
を
何
と
し
よ
う
。
鍋
の
破
れ
た
は
ま
だ
ま
し
だ
、
國
が
破
れ
た
な
ら
ば
私
を
せ
。
市
中
で
出
會
い
、
誰
が
馬
公
と
い
っ
し
ょ
に
な
っ
た
か
。
手
を
取
り
合
っ
て
は
を
流
し
、
は
沈
ん
で
山
は
ひ
っ
そ
り
。
州
に
	が
ふ
る
と
も
、
老
い
た
人
足
は
葛
衣
を

る
。
羊
の
毛
皮
が
あ
る
と
い
う
の
に
、
葛
衣
は
が
ず
。
私
は
河
西
に
來
て
、
死
ぬ
ま
で
歸
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
歸
れ
よ
魂
魄
、
風
に

を
吹
き
上
げ
さ
せ
よ
。
ま
た
木
こ
り
が
お
り
、
自
ら
東
湖
に
身
を
投
げ
た
。
先
は
い
ず
こ
に
お
わ
し
ま
す
、
水
中
に
身
を
投
じ
て
お
供
し
ま
す
。
と
こ
し
え
に
讃
え
ら
れ
る
べ
き
義
士
た
ち
は
、
自
ら
の
名
を
傳
え
な
か
っ
た
。
古
寺
に
殘
さ
れ
た
書
物
に
は
、
た
っ
た
九
人
が
載
る
だ
け
だ
。
（
川
二
）
28
中
山
女
本
詩
は
中
山
王
徐
の
子
女
た
ち
を
う
た
う
。
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徐
に
は
四
人
の
息
子
が
お
り
、
徐
輝
（
一
三
六
七
‐
一
四
〇
七
）
は
長
男
、
徐
壽
（
？
‐
一
四
〇
二
）
は
三
男
に
あ
た
る
。
徐
輝
、
は
じ
め
名
を
允
恭
と
い
っ
た
が
洪
武
二
二
年
（
一
三
八
九
）
に
魏
國
公
を
繼
ぐ
際
、
後
の
建
文
、
朱
允
の
名
を
け
て
輝
と
改
め
る
。
各
地
に
戰
し
て
功
績
が
あ
り
、
燕
王
	兵
の
際
に
も
兵
を

い
て
抵
抗
し
た
。
の
ち
兵
を
失
い
、
燕
王
の
入
京
に
際
し
て
は
先
の
廟
を
守
っ
て
出
向
か
な
か
っ
た
た
め
、
彈
劾
を
受
け
處
刑
が
取
り
ざ
た
さ
れ
た
。
『
明
書
』
に
よ
れ
ば
、
そ
の
と
き
徐
輝
は
永
樂
に
「
中
山
王
開
國
の
功
あ
り
、
子
孫
死
を
る
」
と
の
み
書
し
て
っ
た
と
い
う
。
徐
輝
は
こ
れ
に
よ
り
、
處
刑
は
れ
た
も
の
の
位
を
剥
奪
さ
れ
、
屋
に
禁
錮
さ
れ
た
ま
ま
、
年
四
十
で
し
た
。
魏
國
公
の
位
は
子
の
代
に
な
っ
て
復
し
た
。
徐
壽
の
名
は
才
能
を
見
こ
ま
れ
太
か
ら
賜
っ
た
も
の
。
常
に
燕
王
と
じ
て
建
文
に
は
燕
王
の
叛
亂
を
否
定
し
、
京
師
の
動
向
を
燕
軍
に
っ
た
。
燕
軍
が
に
る
と
建
文
は
壽
を
詰
問
し
、
劍
を
き
自
ら
斬
っ
た
。
燕
王
は
に
入
る
と
壽
の
な
き
が
ら
を
厚
く

り
、
位
後
は
武
陽
侯
に
封
し
、
さ
ら
に
定
國
公
の
位
を
お
く
っ
た
。
そ
の
後
、
開
國
の
功
臣
の
子
孫
た
ち
が
こ
と
ご
と
く
勢
を
奪
わ
れ
た
中
で
、
魏
國
公
は
南
京
、
定
國
公
は
北
京
で
そ
れ
ぞ
れ
長
く
公
位
を
保
っ
た
。
『
明
史
』
が
「
洪
武
の
功
臣
、
惟
だ
の
子
孫
に
二
公
あ
り
、
兩
京
に
分
居
す
」
と
記
す
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
一
方
徐
の
娘
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
王
に
嫁
し
て
い
る
。
燕
王
の
妃
と
な
っ
た
長
女
（
一
三
六
一
‐
一
四
〇
七
）
は
燕
王
の
位
と
と
も
に
仁
孝
皇
后
と
な
る
。
他
の
二
人
の
娘
も
そ
れ
ぞ
れ
代
王
、
安
王
の
妃
と
な
っ
て
い
た
が
、
三
女
（
『
罪
惟
』
に
よ
れ
ば
四
女
）
の
徐
妙
錦
（
一
三
七
九
？
‐
一
四
四
〇
？
）
の
み
嫁
入
り
す
る
こ
と
な
く
ご
し
て
い
た
。
こ
れ
は
洪
武
二
五
年
に
	こ
っ
た
代
王
の
潘
に
と
も
な
い
、
姉
た
る
代
王
妃
が
捕
ら
わ
れ
る
と
い
う
事
件
が
	こ
っ
た
た
め
、
と
も
い
わ
れ
る
。
永
樂
五
年
（
一
四
〇
七
）
に
仁
孝
皇
后
が
御
し
た
際
、
永
樂

は
妙
錦
を
新
た
な
皇
后
に
え
入
れ
よ
う
と
し
た
が
、
妙
錦
は
髮
を
お
ろ
し
尼
と
な
っ
た
。
宣
の
初
め
、
張
太
后
は
妙
錦
を
宮
中
に
招
き
、
公
の
禮
を
も
っ
て
え
て
語
ら
っ
た
と
い
う
。
徐
の
子
女
は
い
ず
れ
も
 
!の
變
と
永
樂
に
深
く
關
わ
り
、
そ
の
命
"は
#な
る
も
の
と
な
っ
た
。
本
詩
は
$
%で
徐
の
子
息
、
後
%で
徐
の
娘
た
ち
を
そ
れ
ぞ
れ
對
比
&に
詠
じ
、
特
に
貞
'を
保
っ
た
徐
妙
錦
を
た
た
え
る
。
[尤
珍
(]
徐
妙
錦
仁
孝
皇
后
の
妹
な
り
、
)
*
代
王
の
妃
な
り
、
妙
錦
志
を
矢 ち
かい
て
嫁
せ
ず
、
后
薨
ず
る
に
、
+
之
を
聘 ま
ねく
も
從
わ
ず
、
宣
中
國
詩
文
論
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中
、
張
太
后
召
し
て
宮
に
入
れ
し
む
、
自
ら
徐
の
第
三
女
と
稱
す
、
宮
人
竊
か
に
語
り
て
、
此
れ
皇
后
を
薄
ん
じ
て
爲
ら
ざ
る
な
り
と
、[
料
]
『
明
史
』
卷
一
一
三
・
仁
孝
皇
后
徐
氏
傳
、
同
卷
一
二
五
・
徐
傳
附
輝

壽
傳
、
『
明
史
紀
事
本
末
』
卷
一
七
・
建
文
遜
國
、
明
傅
維
『
明
書
』
卷
一
〇
一
・
徐
輝
傳
、
同
卷
一
五
七
・
徐
壽
傳
、
	

宗
羲
『
明
文
』
卷
四
一
三
、
明

佐
「
徐
妙
錦
傳
」
、
明
李
贄
『
續
書
』
卷
五
・
魏
國
徐
公
傳
、
明
何
喬
『
名
山
』
卷
八
九
・
徐
妙
錦
傳
、
明
査
繼
佐
『
罪
惟
』
列
傳
卷
二
・
徐
皇
后
附
妙
錦
傳
、
川
越
泰
『
明
代
建
文
史
の
究
』
（
汲
古
書
院
）、
佐
文
俊
『
明
代
王
府
の
究
』
（
文
出
版
）
中
山
開
國
功
第
一
中
山
開
國
功
第
一
一
兒
出
師
一
作

一
兒
は
師
を
出
だ
し
一
は
と
作
る
」
壽


手
誅
壽
は

し
手
誅
に
い
輝
不
屈
甘
囚

輝
は
屈
せ
ず
囚
拘
に
甘
ん
ず
」
魏
國
定
國
兩
鐵

魏
國
定
國
兩
鐵

忠
臣
佞
臣
誰
能
辯
忠
臣
佞
臣
誰
か
能
く
辯
ぜ
ん
」
爲
后
妹
爲
妃
は
后
と
爲
り
妹
は
妃
と
爲
る
獨
有
妙
錦
焚
嫁
衣
獨
り
妙
錦
の
嫁
衣
を
焚
く
有
り
」
至
委
禽
妾
弗
許
至
委
禽
せ
ん
と
す
る
も
妾
は
許
さ
ず
長
信
宮
中
來
笑
語
長
信
宮
中
笑
語
來
た
る
豈
皇
后
不
肯
爲
豈
に
皇
后
を
ん
じ
て
爲
す
を
肯
ぜ
ざ
る
や
自
稱
徐
第
三
女
自
ら
稱
す
徐
の
第
三
女
」
中
山
中
山
王
徐
。
徐
の
事
跡
は
４
「
大

」
に
詳
し
い
。
功
第
一
徐
は
開
國
の
功
臣
の
中
で
常
に
位
第
一
に
げ
ら
れ
、
六
公
の
中
で
首
位
を
占
め
、
功
臣
廟
に
も
筆
頭
と
し
て
祀
ら
れ
た
。
一
兒
出
師
一
兒
は
徐
輝
。
輝
は
兵
を
 い
て
燕
王
と
戰
っ
た
。
一
作
賊
一
は
徐
壽
。
壽
は
君
!た
る
建
文
"に
對
し
て
は
不
忠
の
「
」
と
い
え
る
。


伏
し
て
敵
を
え
入
れ
る
。
『
魏
書
』
卷
一
八
に
「
太
荊
州
に
征
し
、
宛
に
至
る
に
張
繍

す
」
と
あ
る
。
手
誅
臣
下
を
自
ら
手
を
下
し
て
#す
。『
吾
學
$』
に
「
上
徐
壽
を
左
順
門
に
手
誅
す
」
と
あ
る
。
不
屈
屈
し
な
い
。
徐
輝
は
京
師
の
%
&後
も
永
樂
"に
屈
せ
ず
、
下
獄
さ
れ
た
。
『
明
史
紀
事
本
末
』
に
「
時
に
武
臣
、
一
人
も
歸
附
せ
ざ
る
無
し
、
惟
だ
輝
の
み
屈
せ
ず
」
と
あ
る
。
尤
'『
擬
明
史
樂
府
』
譯
(（
七
）（
)本
・
尤
'研
究
会
）
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囚
拘
捕
ら
わ
れ
る
。
徐
輝
は
永
樂
に
よ
り
下
獄
さ
れ
た
。
魏
國
徐
輝
は
洪
武
二
六
年
、
魏
國
公
を
繼
い
だ
。
定
國
徐
壽
は
死
後
、
定
國
公
に
封
じ
ら
れ
た
。
鐵

功
臣
に
特
を
與
え
る
證
。
鐵
製
で
瓦
の
よ
う
な
形
と
大
き
さ
を
持
つ
。
金
字
で
表
に
は
封
が
、
裏
に
は
本
人
と
子
孫
の
死
罪
を
ず
る
回
數
が
記
さ
れ
る
。
忠
臣
佞
臣
忠
義
な
臣
下
と
奸
佞
な
臣
下
。
『
明
書
』
は
輝
を
忠
	
傳
、
壽
を
姦
回
傳
に
列
ね
る
が
、
『
明
史
』
は
二
人
を
と
も
に
徐

傳
に
附
す
。
爲
后
徐
妙
錦
の
長
姉
は
仁
孝
皇
后
。
姉
は
代
王
桂
の
妃
と
し
て
山
西
大
同
に
居
し
た
。
妹
爲
妃
妹
は
安
王
の
妃
と
な
っ
た
。
王
府
は
甘
肅
涼
。
嫁
衣
嫁
入
り
衣
裝
。
至

皇
。
こ
こ
で
は
永
樂
。
委
禽
婚
す
る
。
委
は
わ
た
す
。
古
代
、
婚
儀
の
禮
物
に
雁
を
っ
た
こ
と
に
よ
る
。『
左
傳
』
昭
元
に
「
公
孫
又
た
い
て
焉
を
委
禽
せ
し
め
ん
と
す
」
と
あ
る
。
妾
時
に
お
け
る
女
の
稱
。
長
信
宮
皇
太
后
の
居
。
『
書
』
卷
一
七
に
如
淳
は
「
長
信
宮
、
太
后
の
居
る
也
」
と
す
る
。
本
句
は
の
班

が

の
寵
愛
を
趙
飛
燕
に
奪
わ
れ
た
後
、
長
信
宮
で
皇
太
后
に
仕
え
る
こ
と
を
理
由
に
自
ら
い
た
故
事
を
ふ
ま
え
る
。
班

は
名
門
班
氏
の
娘
で
あ
り
、
開
國
功
臣
の
娘
で
あ
る
徐
妙
錦
と
重
ね
ら
れ
る
。
笑
語
笑
い
な
が
ら
話
す
宮
女
た
ち
の
聲
。

と
同
樣
に
の
班

の
故
事
を
ふ
ま
え
、
直
接
に
は
王
維
「
班

」
の
「
總
て
春
園
に
向
い
て
、


笑
語
の
聲
」
の
句
に
據
る
。
豈
一
句
『
名
山
』、『
罪
惟
 』
の
徐
妙
錦
傳
に
よ
れ
ば
妙
錦
が
宮
中
に
現
れ
る
と
人
々
は
「
皇
后
の
地
位
を
も
輕
く
見
て
位
に
つ
か
な
か
っ
た
の
だ
」
と
噂
し
た
。
自
稱
一
句
そ
の
ま
ま
『
名
山
』
な
ど
に
見
え
る
。
『
罪
惟
 』
は
お
そ
ら
く
由
來
は
同
一
な
が
ら
「
中
山
の
第
四
女
」
と
す
る
。
中
山
王
た
る
徐

は
開
國
に
功
績
第
一
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
一
子
は
兵
を
!い
て
戰
い
、
一
人
は
"呼
ば
わ
り
さ
れ
た
。
徐
壽
は
燕
兵
に
#っ
て
$え
入
れ
、
建
文
に
誅
せ
ら
れ
、
徐
輝
は
屈
%す
る
こ
と
な
く
、
囚
わ
れ
の
身
に
甘
ん
じ
た
。
魏
國
公
、
定
國
公
の
二
つ
の
鐵
&、
忠
臣
か
佞
臣
か
を
、
誰
が
分
け
ら
れ
よ
う
。
姉
は
皇
后
と
な
り
、
妹
は
王
妃
と
な
っ
た
が
、
一
人
妙
錦
は
嫁
入
り
衣
裝
を
燃
や
し
た
。
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
七
集
166
は
皇
后
に
え
て
下
さ
ろ
う
と
し
た
が
、
私
は
承
知
し
な
か
っ
た
、
長
信
宮
の
中
で
、
宮
女
た
ち
は
笑
っ
て
噂
し
あ
っ
た
。
皇
后
の
位
を
う
と
ん
じ
て
な
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
、
そ
し
て
自
ら
徐
の
第
三
女
と
稱
し
た
。
（
川
二
）
［
附
記
］
號
（
第
二
十
六
集
）
の
卷
末
「
執
筆
紹
介
」
に
本
譚

稿
（
六
）
の
執
筆
擔
當
の
氏
名
・
	屬
が


し
て
お
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
ん
で
お
詫
び
し
、
附
記
い
た
し
ま
す
。
松
野
之
（
早
稻
田
大
學
文
學
究
科
士
後
期
課
）
尤
『
擬
明
史
樂
府
』
譯
（
七
）（
本
・
尤
研
究
会
）
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